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ど
う
す
る豊

予
海
峡
ル
ー
ト

　

佐
藤
知
事
は
、
大
分
市
長
時
代
か

ら
一
貫
し
て
、「
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
」

整
備
の
実
現
に
意
欲
を
示
し
て
い

る
。

　

対
し
て
、
広
瀬
前
知
事
は
東
九
州

新
幹
線
整
備
を
目
指
し
、
整
備
計
画

路
線
へ
の
格
上
げ
を
国
へ
要
望
し
て

き
た
。

　

双
方
の
調
査
結
果
を
み
る
と
費
用

を
上
回
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
い
ず
れ
の
試
算
で
も
本
県
の

負
担
額
は
数
千
億
円
以
上
と
巨
額
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
つ
も
の
巨

額
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
抱
え
る
と
な

れ
ば
、
財
政
面
で
大
き
な
影
響
が
出

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

広
域
交
通
網
整
備
と
し
て
は
、
重

要
課
題
の
一
つ
の
中
九
州
横
断
道
路

は
よ
う
や
く
そ
の
全
貌
が
見
え
つ
つ

あ
る
段
階
、
東
九
州
新
幹
線
の
方
は

ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
中
で
、
提
案

理
由
説
明
で
も
四
国
新
幹
線
に
触
れ

て
い
た
よ
う
に
、
突
然
、
豊
予
海
峡

ル
ー
ト
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
た
っ
た
と

い
う
感
が
否
め
な
い
。

　

知
事
に
、
①
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
の

推
進
に
当
た
っ
て
の
財
政
的
な
負
担

に
つ
い
て
の
認
識
と
、
②
ま
ず
は
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
広
域
交
通
網
の

整
備
に
優
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
で
は
、
と
2
点
に
つ
い
て
考
え

を
聞
き
ま
し
た
。

【
佐
藤
知
事
】

　

今
後
、
東
九
州
新
幹
線
が
整
備
さ

れ
る
と
、
大
分
か
ら
福
岡
や
宮
崎
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
改
善
す
る
。

同
じ
基
本
計
画
路
線
で
あ
る
四
国
新

幹
線
が
計
画
ど
お
り
大
分
ま
で
開
通

す
れ
ば
、
新
大
阪
ま
で
が
2
時
間
余

り
と
な
り
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪

間
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
巨
大
経
済
圏
と
も
短
時

間
で
結
ば
れ
ま
す
。
加
え
て
、
こ
の

よ
う
に
複
数
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
連
結
す
る
こ
と
で
、
国
土

の
均
衡
あ
る
発
展
や
、
災
害
時
の
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保
な
ど
、
我
が

国
全
体
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
地
方
に

も
一
定
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
が
、

新
幹
線
・
道
路
と
も
現
在
は
計
画
段

階
の
た
め
、
具
体
的
な
ル
ー
ト
や
事

業
主
体
は
今
後
の
検
討
事
項
で
あ

り
、建
設
費
用
や
負
担
割
合
も
同
様
。

県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
地
方
の

財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、
国

に
働
き
か
け
て
い
く
。

　

一
方
、
広
域
交
通
網
の
整
備
に
つ

い
て
も
、
ま
ず
は
、
東
九
州
自
動
車

道
や
中
九
州
横
断
道
路
等
の
髙
規
格

道
路
の
整
備
に
全
力
を
傾
注
す
る
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
道
路
ネ
ッ
ト

「
農
工
併
進
」
政
策
の
推
進
に
つ
い

て
で
す
。

　

決
し
て
工
業
県
が
悪
い
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
工
業
重

視
の
県
政
が
進
ん
で
い
く
と
、
工
業

地
域
に
人
口
が
集
中
し
農
村
か
ら
人

が
消
え
て
崩
壊
し
て
い
く
と
の
思
い

か
ら
で
す
。

　

県
農
政
も
「
大
分
県
農
業
非
常
事

態
宣
言
」
な
ど
多
く
の
取
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
広
瀬
前
知
事

を
以
て
し
て
も
農
業
・
農
村
地
域
政

策
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
結
果
、
九

州
最
下
位
の
農
業
産
出
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
工
業
に
つ
い
て
は
、「
地

域
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
点
で
農
村
地

域
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
と
の
提
案
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致
は
、
勿
論

企
業
の
利
便
性
が
一
番
だ
と
思
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
大
分
市
か
ダ
イ

ハ
ツ
関
連
の
中
津
市
・
宇
佐
市
に
集

中
し
て
い
ま
す
、
こ
の
地
域
に
、
人

口
を
は
じ
め
と
す
る
一
極
集
中
が
進

ん
だ
結
果
、
農
村
に
人
が
い
な
く
な

り
疲
弊
し
て
い
る
現
状
に
、
企
業
誘

致
の
偏
り
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
方
に
働
く
場
が
出
来
れ
ば
、
農

業
と
の
兼
業
も
可
能
と
な
り
人
も
住

む
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
県
政
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
、
農
業
政
策
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
い
農
業
・
農
村
が
活
性
化
す
る

た
め
の
農
政
の
推
進
と
、
企
業
誘
致

に
お
い
て
も
農
村
地
域
へ
配
慮
す
る

な
ど
、
農
業
と
工
業
の
均
衡
あ
る
県

政
運
営
が
急
務
と
質
し
ま
し
た
。

【
知
事
答
弁
】

　

農
業
と
工
業
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
県

政
推
進
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
の
県
農
業
は
、
米
中
心

で
あ
っ
た
が
平
成
29
年
を
「
水
田
畑

地
化
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
ネ
ギ
、

ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
園
芸
品
目
主
体
の

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
中

山
間
地
域
で
の
担
い
手
確
保
等
の
観

点
か
ら
法
人
の
組
織
化
な
ど
中
山
間

地
農
業
の
推
進
に
努
め
る
。
企
業
誘

致
つ
い
て
は
、「
地
域
バ
ラ
ン
ス
」

が
重
要
で
あ
り
、
競
争
激
化
の
中
で

企
業
に
選
ん
で
も
ら
え
る
た
め
の
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
企
業
誘
致

に
取
り
組
む
。
特
に
農
村
部
へ
の
農

業
関
連
企
業
の
参
入
を
積
極
的
に
進

め
る
。と
の
一
般
的
な
回
答
で
し
た
。

福
ふく

崎
ざき

　智
とも

幸
ゆき

（大分市）

一般質問カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
つ
い
て

　
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の

実
現
は
、
持
続
可
能
な
新
し
い
社
会

を
創
造
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
県
で
の
取
り
組
み
や
考

ワ
ー
ク
が
豊
予
海
峡
を
通
じ
て
四
国

の
高
速
道
路
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
髙
規
格

道
路
の
価
値
も
飛
躍
的
に
髙
ま
る
こ

と
を
念
頭
に
、
今
後
の
広
域
交
通
網

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

豊
予
海
峡
ル
ー
ト
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

課
題
で
す
。

二
に

ノ
の

宮
みや

健
けん

治
じ

（由布市）

一般質問新
知
事
へ
新
た
な

県
政
の
推
進
を
期
待
! !

◆
農
工
併
進
の
県
政
推
進
に
つ
い
て

　

本
県
の
鉱
業
製
造
品
出
荷
額
は
福

岡
県
に
次
い
で
九
州
第
２
位
、一
方
、

農
業
産
出
額
は
、
毎
年
佐
賀
県
と
最

下
位
争
い
を
展
開
し
て
お
り
、
県
民

の
農
業
県
だ
と
の
思
い
と
は
乖
離
し

て
い
ま
す
。

　

県
は
、
昭
和
39
年
に
大
分
地
区
が

新
産
業
都
市
と
し
て
指
定
さ
れ
る
ま

で
は
、
農
業
中
心
の
県
で
し
た
が
、

働
く
場
の
創
出
そ
し
て
県
民
所
得
の

向
上
を
目
指
し
た
「
大
分
地
区
新
産

業
都
市
構
想
」
に
よ
り
工
業
重
視
の

県
政
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
提
案
は
、
当
時
と
は
真
逆

の
、
工
業
に
比
べ
極
端
に
落
ち
込
ん

で
い
る
農
業
を
引
き
上
げ
る
た
め
の

玉
たま

田
だ

　輝
てる

義
よし

（豊後大野市）

代表質問


